
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

新入園、ご進級の春！ 本年は、満開の桜とともにかわいい５５名
の新入園児を迎えることとなり、心よりお祝い申し上げます。 

幼稚園の入園をはじめとして、小学校・中学校・高校・大学への入
学は、愛児の成長の節目となります。幼稚園は、お子さまにとって「初
めて出会う学校」です。同時に幼児期の教育は、生涯にわたる人格形
成の基礎を培う重要なものであり、人間にとって、幼い頃に経験した
こと、感じたこと、身に付けたことは、私たちが意識する・しないに
かかわらず、長い人生をずっと一人ひとりの心のふるさと（幼児期の
原風景）として支えてくれます。 

大切な子どもたちの将来を見通し、子どもたちの豊かな人生の基礎
作りをすることが当園のつとめであります。 

 
【教育・保育の考え方】 
◎幼児の主体的な活動  

いろいろな場面で子どもの主体的な選択をみとめていく 

◎あそびを通しての指導 

 環境設定に保育者の意図を盛り込む（ねらい） 

◎自主性・自発性の育成 

 異年齢保育活動を通して多様なあそび、行動モデルを見つけ、 

習熟を深める 
 

【子どもとのかかわり】 
◎まず、子どもの思いに共感すること・話をきくこと 

◎他の子どものしていることに気付くよう知らせる 

◎他の子どものしていることを真似ようとすることを待つ 

◎子どもの成長や発達を喜ぶこと 
 
【どこまで待つか、どこまで見通すか】 
◎子どもたちのかかわりは常に試行錯誤です。大人が介入すること
も大切な援助ですが、大人が入りすぎることはかえって子どもの
かかわりを阻害しかねません。自分たちで解決する工夫をしよう
とすることに、大人の「答え」はかえって邪魔となります。大切
なのは、子ども同士のコミュニケーションをいかに邪魔しないか
ということです。そのために、見守るという姿勢が必要です。 

◎求められるのは、見通しと発達理解、予測の上での試みの挑戦で 

す。 

 

このような考えで、園生活を過ごしてまいります。 

保護者の皆さまの信託に添うよう、教職員一丸となって園務に取り
組んでまいりますので、ご理解とご協力をお願い致します。 

 

新しい環境の中で、「安心」「安全」をテーマに、教職員
一同協力体制のもと、繊細な配慮を行いますので、ご家
庭においては、生活リズムを整えて登園をお願いします。 

 

★通園バス 

 新年度を迎え、路線が安定するまで、到着時刻にズレが
生じることがあると思います。遅れを防ぐためにも、予
定時刻より前にバス停にてお待ち下さいますよう、ご協
力をお願い致します。 

 

★駐車場について 
 お迎え時、園内の駐車場が大変込み合うと思いますが 
 路上駐車は近隣の迷惑となりますので、固くお断りいた
します。下記参照の上、臨時駐車場をご利用下さい。 

 お迎え後は、速やかに車の移動をお願い致します。 
 
★新入園児の預かり保育開始は、４/１７（月）からです。 
 
★毎月最終日は、出席ノートをクラスでお預かりします。 
 
★フッ素洗口（希望者）は、５/１０（水）より行います。 

＊入園・進級をよろこび、 
安心して、先生やクラ
スに親しむ。 

＊好きな遊びや場所・友
だちを見つけ、園生活
を楽しむ。 

 

学校法人明佳学園 

双葉ヶ丘幼稚園 
平成２９年４月８日発行 

 

４／ ８（土）平成２９年度入園式 

４／１０（月）平成２９年度始業式 

４／１１（火）～１４（金） 新入園児慣らし保育（午前保育） 

※ 進級児は通常保育（１４：００降園）です 

４／１７（月）家庭訪問開始（２６日（水）まで全園児午前保育） 

       （4/17～26は、遊び着登園となります） 

４／２８（金）４月のお誕生日会 AM１０：００より 

※該当する園児の保護者の方は保育参観＆給食試食会があります。 

お弁当は、５月１０日（水）から始まります。 

新入園児の給食開始は、４月１７日（月）からです。 

４／６、４／２０ 14：10～14：50 
（原則、毎月第１・第３木曜日です） 

 

小幡記念図書館の移動図書館が、毎月第１・第３木曜日に 
幼稚園に来て下さいます。たくさん借りて、大好きな本を 
見つけて下さいね♪ 
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注１） バス車庫前に駐車車両があると、バスが方向転換できないので 
バス発着時には駐車禁止とさせていただきます。 

注２） 必ず一旦停止して、左右を良くご確認ください。 
（側道を走る車と接触する恐れがあります） 


